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〈別紙１〉

いじめ防止体制（平常時）

校長・副校長

連絡・報告 連絡・報告速やかな報告〉

各学級・各学年いじめ問題対策協議会

☆構成メンバー ☆いじめを生まない土壌づくり
校長、教頭、教務主任、生徒指導主 ☆道徳を中心とした心の教育の充実
任、研修主任、特別支援主任、養教 ☆いじめの実態把握

早期発見

各担任 各学年 児童 保護者 地域 関係機関（警察等）

※ 「いじめ防止委員会」は、いじめ防止のための年間計画を立てる。
また、保護者の窓口になり、日頃からの協力体制を構築する。

いじめ防止体制（いじめ発生時）

いじめの発見
関係諸機関との連携 市教委へ

連絡・報告（情報提供） いじめ問題対策協議会の設置

いじめ問題対策協議会

事実確認調査・情報収集・情報提供
○「だれがどう動くか」の決定・確認 （全職員が迅速に）、

☆情報の収集 ☆情報の一本化 ☆窓口の一本化 ☆感染の防止策

いじめられた児童・保護者 いじめた児童・保護者
『あなたは全然悪くない』

身柄の安全確保 事実確認
安心して告白を いじめは絶対許されない
絶対に守ってあげる

各担任 各学年 児童 保護者 地域 関係機関（警察等）

いじめの解消 事後観察・支援の継続 評価

（継続して情報交換） （日常観察） （取組の分析、改善）

情報収集・情報提供

報告・連絡・相談
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〈別紙２〉

いじめ防止体制（重大事態発生時）

重大事態の発見

関係機関との連携 市教委へ
（情報提供） 速報

いじめ問題対策協議会の設置

いじめ問題対策協議会

構成メンバー

校長、教頭、生徒指導主任、教務主任、研修主任、特別支援主任、養教、
関係学級・学年担当者、弁護士、医師、警察、教育委員会

サポートチーム

・地域学校連携協議会
・市教育委員会、緊急支援チーム

事実確認調査・情報収集・情報提供・説明責任

○「誰がどう動くか」の決定・確認、全職員が迅速に

☆情報の収集 ☆情報の一本化 ☆窓口の一本化 ☆感染の防止策

いじめられた児童・保護者 いじめた児童・保護者
『あなたは全然悪くない』

関係児童へ
の

身柄の安全確保 指導・援助 事実確認
安心して告白 いじめは絶対許されない
絶対に守ってあげる 保護者・地 （出席停止等も視野に）
学習環境の確保 域社会への

啓発活動

各担任 各学年 児童 保護者 地域 関係機関（警察等）

報道等への対応 事後観察・支援の継続 学校評価

（教育委員会との連携） （ケア等日常観察・関係機関等との連携） （取組の分析、改善）

※ 重大事態が発覚した時点で、緊急いじめ問題対策協議会を立ち上げ、組織的に対応する。
※ 同時に、校内サポートチームを立ち上げ、一般生徒等のメンタルヘルス・ケア等を行い、全校生徒の

不安を解消させる。

情報共有・対策検討


